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⾏ったこと
• 前回のミーティングで糠塚さんが発表されていた内容を理解す

る。
• 2つのシンチレータを使っていたが、もう⼀つ増やしたときの

回路を組む。
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今までのセットアップ

＊糠塚さんの発
表スライドより
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シンチレータの置き⽅

①現在
→⽴体⾓を制限したい

②シンチレータを増やす
→電源が⾜りずできない状況 ③2つのシンチレータを縦置き

にする
→データが溜まりにくい

④上のシンチレータを斜めにする
→置き⽅に⼯夫が必要
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3つのシンチレータでのセットアップ

• 3つを繋いだ際のセット
アップを考え、実際に配線
した。

• 電源が⾜りず、現在はこれ
を使うことはできないが、
電源が⼿に⼊り次第測定す
る予定。
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現在の状況
• 3つのシンチレータを使う時の回路から2つのシンチレータを使

うときの回路に戻し、今までと同じセットアップで測定できる
か確認。
• →昨⽇やったが測定できなかった。NIMのどこかの接続が間

違っている可能性。信号をオシロスコープでチェックする予定。
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今後の⽅針
• ~1/15 今までのセットアップで測定できるようにし、データを

ためる。
• ~1/31 シンチレータの置き⽅を変えたり、数を増やして測定し、

検出効率を向上させる。その他必要に応じて回路を改良してい
く。
• 2/1~ 今までのデータの解析。

2021/1/8 INTT⽇本語MT 7


